
平成30年３月期 決算短信〔日本基準〕(非連結)
平成30年5月10日

上 場 会 社 名 養命酒製造株式会社 上場取引所 東 名

コ ー ド 番 号 2540 URL http://www.yomeishu.co.jp/

代 表 者 (役職名) 代表取締役社長 (氏名)塩澤 太朗

問合せ先責任者 (役職名)
取締役執行役員

(氏名)斉藤 隆 (TEL) 03-3462-8138コーポレート本部長

定時株主総会開催予定日 平成30年6月28日 配当支払開始予定日 平成30年6月29日

有価証券報告書提出予定日 平成30年6月28日

決算補足説明資料作成の有無 ： 有

決算説明会開催の有無 ： 有（アナリスト向け）

(百万円未満切捨て)
１．平成30年3月期の業績（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

（１）経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期 10,655 △13.2 520 △68.6 829 △57.7 1,615 18.0

29年3月期 12,276 △3.4 1,657 △9.8 1,963 △7.0 1,368 △22.6

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

30年3月期 117.68 ― 4.0 1.8 4.9

29年3月期 99.84 ― 3.6 4.5 13.5

(参考) 持分法投資損益 　30年3月期 ―百万円 　29年3月期 ―百万円

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期 47,411 41,454 87.4 3,019.73

29年3月期 44,551 38,790 87.1 2,828.40

(参考) 自己資本 　30年3月期 41,454百万円 　29年3月期 38,790百万円

（３）キャッシュ・フローの状況

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

30年3月期 759 791 △553 3,874

29年3月期 1,629 △1,136 △553 2,878

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
純資産
配当率第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

29年3月期 ― ― ― 40.00 40.00 550 40.1 1.4

30年3月期 ― ― ― 40.00 40.00 550 34.0 1.4

31年3月期(予想) ― ― ― 40.00 40.00 67.8
※配当金総額には、役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当社株式に対する配当金（平成29年3月期 1百万円、平成30年3月期 1百万円）が含まれて
おります。

３．平成31年3月期の業績予想（平成30年4月1日～平成31年3月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 5,660 9.3 110 58.3 260 7.5 190 13.9 13.84

通 期 12,030 12.9 870 67.0 1,160 39.8 810 △49.8 59.00
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※ 注記事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

（２）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年3月期 16,500,000 株 29年3月期 16,500,000 株

② 期末自己株式数 30年3月期 2,772,257 株 29年3月期 2,785,449 株

③ 期中平均株式数 30年3月期 13,724,332 株 29年3月期 13,710,586 株

（注）当社は「役員報酬ＢＩＰ信託」を導入しており、当該信託が保有する当社株式は、期末自己株式数及び期中平均株式数の算定上控除
する自己株式に含めております。

　

※ 監査手続の実施状況に関する表示

　 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注

意事項等については、決算短信（添付資料）４ページ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧くださ

い。

　

当社は、平成30年5月28日に機関投資家及びアナリスト向けの決算説明会を開催する予定です。当日使用する決算説明

資料につきましては、開催後速やかに当社ホームページに掲載する予定です。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当事業年度（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）におけるわが国経済は企業収益や雇用情勢が改善する

中、景気は緩やかな回復基調が続いたものの、実質賃金の伸び悩みから個人消費は力強さを欠き、海外経済の不確実

性に対する懸念や、地政学リスクの顕在化等、引き続き先行き不透明な状況で推移いたしました。

当社の関連業界におきましても、生活防衛意識や節約志向、業種業態を越えた企業間競争の激化が続き、厳しい状

況で推移いたしました。

このような状況の中で当社は、「生活者の信頼に応え、豊かな健康生活に貢献する」という経営理念の下、中期経

営計画（平成27年４月から平成30年３月まで）において「ポジティブエイジングケアカンパニーとして、健やかに、

美しく、歳を重ねることに貢献する」という事業ビジョンに基づき、「持続的成長に向けた新規事業領域の確立」を

基本方針として「新規事業領域の成長基盤の構築」「薬用養命酒の収益体質の維持」「生活者視点に立った事業活動

を基盤としたＣＳＲ経営の推進」の各施策に取り組みました。

当事業年度の業績は、「養命酒」の売上が前年同期を下回り、「その他商品・サービス」の売上は前年同期を上回

ったものの、売上高は10,655百万円（前年同期比13.2％減）となりました。利益面につきましては、経費の節減に努

めたものの「養命酒」の売上減少により、営業利益は520百万円（前年同期比68.6％減）、経常利益は829百万円（前

年同期比57.7％減）となりました。当期純利益につきましては、埼玉県鶴ヶ島市所在社有地の一部売却に伴う固定資

産売却益1,455百万円等を特別利益に計上し、1,615百万円（前年同期比18.0％増）となりました。

セグメント別には以下のとおりです。

①養命酒関連事業

養命酒関連事業の売上高は10,381百万円（前年同期比13.6％減）となりました。

＜養命酒＞

国内における「養命酒」につきましては、平成29年６月の改正酒税法の施行に伴う価格の適正化によって、店頭

販売価格が上昇したことによる影響が続き、売上が減少しました。平成29年６月に商品価値の向上とお客様の利便

性向上のため、商品パッケージのリニューアルを行いました。広告キャラクターとして藤井隆さん・乙葉さん夫妻

を起用し、新規顧客の獲得と継続飲用者を維持するため、幅広い年齢層の顧客獲得に向けてテレビスポット広告等

の各種広告を実施し、広告と連動した店頭における販売促進活動を展開したものの、国内における「養命酒」の売

上高は8,018百万円（前年同期比18.8％減）となりました。

海外における「養命酒」につきましては、商品理解の促進と購買意欲の向上を目指し、主要輸出先（台湾・香

港・マレーシア・シンガポール）の市場環境に即した販売促進活動を実施しました。売上高につきましては、香港

において商品パッケージのリニューアルに伴い上期に輸出を控えたこと等により、358百万円（前年同期比25.4％

減）となりました。

以上の結果、「養命酒」全体の売上高は8,377百万円（前年同期比19.1％減）となりました。

＜その他商品・サービス＞

「酒類」につきましては、「フルーツとハーブのお酒」の新フレーバー追加やコンビニエンスストアへの販路拡

大、販売促進施策を実施しました。また、「はちみつのお酒」「ハーブカクテル」「桃の紅茶酒」等の新商品を投

入しました。「ハーブの恵み」「琥珀生姜酒」「高麗人参酒」の「健康のお酒」シリーズについては「健康棚」を

切り口とした営業活動を強化しました。酒類全体では、美容と健康を訴求した売場提案や販促物による店頭露出の

拡大、ウェブキャンペーンを実施し、売上高は861百万円（前年同期比31.8％増）となりました。

「エイジングケア商品」につきましては、「生姜黒酢」「高麗人参黒酢」や「甘酒」の発売、「グミ×サプリ」

の商品リニューアルと販路の拡大、「食べる前のうるる酢ビューティー」の新フレーバー追加を行いました。また、

郵便局でのカタログ販売の取扱商品の拡充、保険薬局での「養命酒製造の黒酢」の販売も寄与し、売上高は501百万

円（前年同期比34.3％増）となりました。

「くらすわ・養命酒健康の森」につきましては、レストラン、通信販売、養命酒健康の森の売上が堅調であり、

売上高は580百万円（前年同期比3.6％増）となりました。

以上の結果、「酒類」「エイジングケア商品」「くらすわ・養命酒健康の森」にその他の売上を合算し、「その

他商品・サービス」全体の売上高は2,004百万円（前年同期比21.2％増）となりました。

②その他

鶴ヶ島太陽光発電所と不動産賃貸の売上を合算し、売上高は273百万円（前年同期比3.6％増）となりました。
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（２）当期の財政状態の概況

当事業年度末における総資産は、前事業年度末に比べ2,860百万円増加し、47,411百万円となりました。これは主に

有価証券及び長期預金がそれぞれ1,900百万円減少した一方で、現金及び預金が社有地売却代金等により4,296百万円、

投資有価証券及び関係会社株式に含まれる保有株式が時価評価の増加等により2,179百万円それぞれ増加したことによ

るものであります。

負債は、前事業年度末に比べ196百万円増加し、5,957百万円となりました。これは主に未払費用が327百万円、設備

投資等の支払いにより未払金が271百万円それぞれ減少した一方で、保有株式の時価評価の増加等により繰延税金負債

が1,019百万円増加したことによるものであります。

純資産は、前事業年度末に比べ2,663百万円増加し、41,454百万円となりました。これは主に当期純利益1,615百万

円の計上及び配当金550百万円の支払により利益剰余金が1,064百万円、その他有価証券評価差額金が1,573百万円それ

ぞれ増加したことによるものであります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当事業年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ996百万円増加し、

3,874百万円となりました。

当事業年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果増加した資金は、759百万円（前年同期比53.4％減）となりました。これは主に税引前当期純利益

2,303百万円、減価償却費632百万円等の増加要因と、固定資産売却益1,455百万円、未払費用の減少額328百万円、法

人税等の支払額388百万円等の減少要因によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果増加した資金は、791百万円（前年同期は1,136百万円の減少）となりました。これは主に有形固定

資産の取得による支出900百万円等により減少した一方で、有形固定資産の売却による収入1,513百万円等により増加

したことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果減少した資金は、553百万円（前年同期比0.1％減）となりました。これは主に配当金の支払いによ

るものであります

なお、当社のキャッシュ・フロー指標のトレンドは、次のとおりであります。

第96期

平成26年３月期

第97期

平成27年３月期

第98期

平成28年３月期

第99期

平成29年３月期

第100期

平成30年３月期

自己資本比率（％） 87.5 86.0 87.2 87.1 87.4

時価ベースの自己資本比率
（％）

72.8 64.1 63.2 64.6 69.3

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率（年）

0.4 0.4 0.9 0.7 1.5

インタレスト・カバレッジ・
レシオ（倍）

153.4 173.1 87.2 124.4 64.0

（注）自己資本比率 自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率 株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率 有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ 営業キャッシュ・フロー／利払い

※ 株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

※ キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。

※ 有利子負債は貸借対照表上に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としております。

また、利払いについては、キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。
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（４）今後の見通し

今後の見通しといたしましては、緩やかな景気の回復が期待されるものの、消費者の節約志向が継続し、海外経済

の不確実性や地政学リスクの継続等、先行き不透明な状況が続くものと見込まれます。

このような経営環境の中、当社は、「持続的成長に向けた事業基盤の構築」を基本方針とする新たな中期経営計画

（2018年４月～2021年３月）を策定し、①選択と集中、②スピードと効率、③コスト管理の徹底、④経営基盤の強化

の４つの基本戦略を推進し、「養命酒の売上回復」と「酒類食品分野の伸長カテゴリーへの注力」により、事業の拡

大と収益性の向上を図ってまいります。

「養命酒」については、特約店・小売店との取組強化、新たな販路の開拓、新規顧客の獲得と既存顧客の維持に取

り組んでまいります。「酒類食品」については、「健康と美容のお酒」の新商品投入・販路拡大、注力商品と販路の

選別等に取り組んでまいります。

次期の業績予想に関しましては、売上高12,030百万円（前年同期比12.9％増）、営業利益870百万円（前年同期比

67.0％増）、経常利益1,160百万円（前年同期比39.8％増）、当期純利益810百万円（前年同期比49.8％減）を見込ん

でおります。

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、株主の皆様への利益還元を経営の重要課題の一つと認識しております。

配当につきましては、各事業年度の業績等を考慮して、当期純利益に対する配当性向30％程度を目安に実施してま

いりたいと考えております。また、原則として１株当たり年間配当金の下限を36円とし、業績の拡大に応じた利益配

分を基本としながら安定的な配当を継続することにも配慮してまいります。内部留保資金につきましては、広い視野

に立って持続的成長に向けた設備投資、研究開発等に活用してまいります。当期の配当につきましては、業績等を考

慮し、期末配当金として１株当たり40円を行う予定であります。

次期の配当につきましては、期末配当金として１株当たり40円を行う予定であります。

２．企業集団の状況

大正製薬ホールディングス株式会社が当社の「その他の関係会社」（当社が他の会社の関連会社である場合の当該他

の会社）に該当しております。

３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

当社は、「生活者の信頼に応え、豊かな健康生活に貢献する」を経営理念とし、お客様の満足と信頼を一番に考え、

健康生活に貢献できるよう、企業ビジョンである「健全で、強い、良い会社」を目指してまいります。また、「ポジ

ティブエイジングケアカンパニーとして、健やかに、美しく、歳を重ねることに貢献する」という事業ビジョンの下、

「養命酒」をはじめとした、高い安心と社会に求められる有用な商品やサービスの提供に努めてまいります。

（２）目標とする経営指標

当社は、平成30年３月期を最終年度とする３ヵ年の中期経営計画においては、売上高145億円以上（養命酒120億円、

その他25億円）、営業利益率15％以上、ＲＯＥ５％を目標として各施策に取り組んでまいりました。

平成30年３月期の業績は、売上高は106億５千５百万円（養命酒83億７千７百万円、その他22億７千８百万円）、営

業利益率4.9％、ＲＯＥ4.0%となりました。売上高につきましては、「養命酒」は、平成29年６月の改正酒税法の施行

に伴う価格の適正化によって、店頭販売価格が上昇したことによる影響等により大幅に下回りました。「その他」は、

新規事業領域の成長分野に取り組み、相応の実績となりました。収益面につきましては、「養命酒」の売上の減少に

より下回りました。

当社は、新たな中期経営計画（2018年４月～2021年３月）を策定し、「持続的成長に向けた事業基盤の構築」を図

るため、「養命酒の売上回復」と「酒類食品分野の伸長カテゴリーへの注力」により、事業の拡大と収益性の向上を

図ることとし、売上高と営業利益率を重要な経営指標としています。
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（３）中長期的な会社の経営戦略及び会社の対処すべき課題

新たな中期経営計画におきましては基本方針である「持続的成長に向けた事業基盤の構築」を図るため、以下の４

つの基本戦略を推進してまいります。

①選択と集中

収益基盤である「養命酒」の売上回復を最優先の経営課題とし、営業戦略及びプロモーション戦略の再構築に取り

組んでまいります。また、新たな成長基盤として前中期経営計画において取り組んできた「養命酒」以外の商品・サ

ービスについては、伸長カテゴリーに注力することで、売上拡大と収益性の確保に取り組んでまいります。

②スピードと効率

組織体制の見直し、事業の再編、IT基盤の整備・活用により、経営資源を適正に配分し、意思決定及び業務遂行の

迅速化、効率化、生産性の向上を図ってまいります。

③コスト管理の徹底

原価低減、製品別の原価管理の徹底、販売費及び一般管理費の見直し等によりコスト管理の徹底に取り組んでまい

ります。

④経営基盤の強化

経営監督機能の強化及び迅速・果断な意思決定を行う仕組みを構築し、コーポレート・ガバナンスの強化に取り組

んでまいります。また、マネジメントの強化、人材育成、事業別収益管理の徹底、品質管理の徹底等に取り組み、持

続的な成長を支える経営基盤を強化してまいります。

　

４．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社は、現在日本国内を中心に事業展開や資金調達を行っており、当面は日本基準を採用することとしております。

ＩＦＲＳ（国際財務報告基準）の適用につきましては、今後の事業展開や国内他社の動向等を踏まえ、適切に対応して

いく方針です。
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５．財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成29年３月31日)

当事業年度
(平成30年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,938,118 8,234,447

売掛金 2,573,554 2,415,890

有価証券 2,700,091 800,085

商品及び製品 553,590 475,428

仕掛品 164,568 117,986

原材料及び貯蔵品 941,122 1,013,856

前渡金 9,505 -

前払費用 51,139 61,518

繰延税金資産 91,953 93,571

その他 10,149 67,020

流動資産合計 11,033,794 13,279,805

固定資産

有形固定資産

建物 13,057,463 13,144,755

減価償却累計額 △9,757,395 △9,896,044

建物（純額） 3,300,067 3,248,710

構築物 1,832,701 1,821,618

減価償却累計額 △1,528,535 △1,551,336

構築物（純額） 304,165 270,281

機械及び装置 5,418,701 5,657,723

減価償却累計額 △4,630,057 △4,738,039

機械及び装置（純額） 788,644 919,683

車両運搬具 107,289 110,713

減価償却累計額 △88,261 △91,402

車両運搬具（純額） 19,028 19,311

工具、器具及び備品 1,336,517 1,484,348

減価償却累計額 △1,152,385 △1,282,113

工具、器具及び備品（純額） 184,132 202,234

土地 1,700,361 1,638,525

建設仮勘定 4,313 196,045

有形固定資産合計 6,300,713 6,494,792

無形固定資産

ソフトウエア 349,188 285,497

その他 13,532 13,442

無形固定資産合計 362,720 298,939

投資その他の資産

投資有価証券 17,804,192 19,807,388

関係会社株式 2,595,384 3,003,066

出資金 726 726

長期前払費用 45,914 51,147

前払年金費用 778,595 750,073

長期預金 5,600,000 3,700,000

その他 34,552 34,468

貸倒引当金 △5,074 △8,414

投資その他の資産合計 26,854,291 27,338,457

固定資産合計 33,517,724 34,132,190

資産合計 44,551,518 47,411,995
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(単位：千円)

前事業年度
(平成29年３月31日)

当事業年度
(平成30年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 364,723 272,452

未払金 309,724 37,958

未払酒税 195,851 126,958

未払費用 942,912 615,568

未払法人税等 137,854 79,708

未払消費税等 65,740 -

前受金 5,780 5,816

預り金 15,460 26,116

賞与引当金 211,067 214,260

役員賞与引当金 37,530 22,390

役員株式給付引当金 26,862 15,981

その他 778 961

流動負債合計 2,314,286 1,418,173

固定負債

繰延税金負債 2,196,641 3,216,013

役員退職慰労引当金 48,350 48,350

長期預り金 1,190,715 1,264,663

その他 11,250 10,650

固定負債合計 3,446,957 4,539,676

負債合計 5,761,244 5,957,850

純資産の部

株主資本

資本金 1,650,000 1,650,000

資本剰余金

資本準備金 404,986 404,986

その他資本剰余金 285,718 285,718

資本剰余金合計 690,705 690,705

利益剰余金

利益準備金 412,500 412,500

その他利益剰余金

固定資産圧縮積立金 8,917 8,471

固定資産圧縮特別勘定積立金 - 822,821

別途積立金 34,581,000 35,431,000

繰越利益剰余金 1,412,968 805,268

利益剰余金合計 36,415,386 37,480,062

自己株式 △5,002,579 △4,975,884

株主資本合計 33,753,511 34,844,883

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 5,036,470 6,609,587

繰延ヘッジ損益 292 △325

評価・換算差額等合計 5,036,762 6,609,261

純資産合計 38,790,274 41,454,144

負債純資産合計 44,551,518 47,411,995
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（２）損益計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当事業年度
(自 平成29年４月１日

　至 平成30年３月31日)

売上高 12,276,653 10,655,361

売上原価

商品及び製品期首たな卸高 320,129 509,859

当期商品及び製品仕入高 372,841 471,888

当期製品製造原価 2,594,757 2,245,183

酒税 1,046,295 819,526

合計 4,334,024 4,046,457

他勘定振替高 ※1 72,343 ※1 113,149

商品及び製品期末たな卸高 509,859 366,830

商品及び製品売上原価 ※2 3,751,821 ※2 3,566,477

飲食売上原価 153,978 145,227

売電収入原価 87,152 88,340

不動産賃貸原価 69,847 71,690

売上原価合計 4,062,799 3,871,736

売上総利益 8,213,853 6,783,625

販売費及び一般管理費 ※3,※4 6,556,492 ※3,※4 6,262,774

営業利益 1,657,361 520,851

営業外収益

受取利息 5,582 2,754

有価証券利息 31,730 34,295

受取配当金 ※5 252,043 ※5 264,157

受取家賃 12,792 11,426

雑収入 17,090 10,593

営業外収益合計 319,238 323,227

営業外費用

支払利息 11,877 12,582

雑損失 787 1,722

営業外費用合計 12,664 14,304

経常利益 1,963,935 829,774

特別利益

固定資産売却益 - ※6 1,455,891

投資有価証券売却益 - 40,280

収用補償金 - ※7 2,367

特別利益合計 - 1,498,538

特別損失

固定資産除却損 ※8 26,821 ※8 19,143

ゴルフ会員権評価損 - ※9 5,340

特別損失合計 26,821 24,483

税引前当期純利益 1,937,113 2,303,829

法人税、住民税及び事業税 520,000 342,000

法人税等調整額 48,290 346,765

法人税等合計 568,290 688,765

当期純利益 1,368,822 1,615,064
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他資本

剰余金

資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金

固定資産

圧縮積立金

固定資産圧

縮特別勘定

積立金

別途積立金
繰越利益

剰余金

当期首残高 1,650,000 404,986 285,718 690,705 412,500 9,385 ― 33,381,000 1,794,071

当期変動額

固定資産圧縮積立金

の取崩
△468 468

固定資産圧縮特別勘

定積立金の積立

別途積立金の積立 1,200,000 △1,200,000

剰余金の配当 △550,394

当期純利益 1,368,822

自己株式の取得

自己株式の処分

株主資本以外の項目

の当期変動額（純

額）

当期変動額合計 ― ― ― ― ― △468 ― 1,200,000 △381,103

当期末残高 1,650,000 404,986 285,718 690,705 412,500 8,917 ― 34,581,000 1,412,968

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
利益剰余金

自己株式 株主資本合計
その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

評価・換算差額

等合計利益剰余金

合計

当期首残高 35,596,957 △5,033,370 32,904,291 4,475,568 △1,695 4,473,872 37,378,164

当期変動額

固定資産圧縮積立金

の取崩
― ― ―

固定資産圧縮特別勘

定積立金の積立
― ― ―

別途積立金の積立 ― ― ―

剰余金の配当 △550,394 △550,394 △550,394

当期純利益 1,368,822 1,368,822 1,368,822

自己株式の取得 △267 △267 △267

自己株式の処分 31,058 31,058 31,058

株主資本以外の項目

の当期変動額（純

額）

560,901 1,988 562,890 562,890

当期変動額合計 818,428 30,791 849,219 560,901 1,988 562,890 1,412,109

当期末残高 36,415,386 △5,002,579 33,753,511 5,036,470 292 5,036,762 38,790,274
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当事業年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他資本

剰余金

資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金

固定資産

圧縮積立金

固定資産圧

縮特別勘定

積立金

別途積立金
繰越利益

剰余金

当期首残高 1,650,000 404,986 285,718 690,705 412,500 8,917 ― 34,581,000 1,412,968

当期変動額

固定資産圧縮積立金

の取崩
△445 445

固定資産圧縮特別勘

定積立金の積立
822,821 △822,821

別途積立金の積立 850,000 △850,000

剰余金の配当 △550,388

当期純利益 1,615,064

自己株式の取得

自己株式の処分

株主資本以外の項目

の当期変動額（純

額）

当期変動額合計 ― ― ― ― ― △445 822,821 850,000 △607,699

当期末残高 1,650,000 404,986 285,718 690,705 412,500 8,471 822,821 35,431,000 805,268

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
利益剰余金

自己株式 株主資本合計
その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

評価・換算差額

等合計利益剰余金

合計

当期首残高 36,415,386 △5,002,579 33,753,511 5,036,470 292 5,036,762 38,790,274

当期変動額

固定資産圧縮積立金

の取崩
― ― ―

固定資産圧縮特別勘

定積立金の積立
― ― ―

別途積立金の積立 ― ― ―

剰余金の配当 △550,388 △550,388 △550,388

当期純利益 1,615,064 1,615,064 1,615,064

自己株式の取得 △167 △167 △167

自己株式の処分 26,862 26,862 26,862

株主資本以外の項目

の当期変動額（純

額）

1,573,116 △618 1,572,498 1,572,498

当期変動額合計 1,064,676 26,694 1,091,371 1,573,116 △618 1,572,498 2,663,870

当期末残高 37,480,062 △4,975,884 34,844,883 6,609,587 △325 6,609,261 41,454,144
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（４）キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当事業年度
(自 平成29年４月１日

　至 平成30年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 1,937,113 2,303,829

減価償却費 551,799 632,806

貸倒引当金の増減額（△は減少） - 3,340

賞与引当金の増減額（△は減少） 6,353 3,193

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △4,170 △15,140

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） △4,195 △10,881

受取利息及び受取配当金 △289,355 △301,207

支払利息 11,877 12,582

固定資産売却損益（△は益） - △1,455,891

収用補償金 - △2,367

固定資産除却損 26,821 19,143

投資有価証券売却損益（△は益） - △40,280

ゴルフ会員権評価損 - 2,000

売上債権の増減額（△は増加） 146,861 157,664

たな卸資産の増減額（△は増加） △306,180 52,009

仕入債務の増減額（△は減少） 54,653 △92,270

未払費用の増減額（△は減少） △121,753 △328,060

未払消費税等の増減額（△は減少） 65,740 △65,740

その他 30,911 △27,372

小計 2,106,476 847,357

利息及び配当金の受取額 286,598 301,957

利息の支払額 △13,097 △11,865

収用補償金の受取額 - 10,491

法人税等の支払額 △750,357 △388,236

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,629,619 759,705

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △5,360,000 △4,460,000

定期預金の払戻による収入 3,560,000 3,960,000

有価証券の償還による収入 2,500,000 1,300,000

有形固定資産の取得による支出 △310,823 △900,731

有形固定資産の売却による収入 - 1,513,897

無形固定資産の取得による支出 △125,102 △194,673

投資有価証券の取得による支出 △1,400,135 △500,139

投資有価証券の売却による収入 - 73,200

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,136,061 791,553

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,050,000 1,050,000

短期借入金の返済による支出 △1,050,000 △1,050,000

自己株式の取得による支出 △278 △172

配当金の支払額 △553,530 △553,028

財務活動によるキャッシュ・フロー △553,808 △553,200

現金及び現金同等物に係る換算差額 26 △1,728

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △60,224 996,328

現金及び現金同等物の期首残高 2,938,343 2,878,118

現金及び現金同等物の期末残高 ※1 2,878,118 ※1 3,874,447

決算短信（宝印刷） 2018年05月07日 18時24分 13ページ（Tess 1.50(64) 20180315_01）



養命酒製造㈱（2540）平成30年３月期 決算短信〔日本基準〕(非連結)

12

（５）財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(重要な会計方針)

１．有価証券の評価基準及び評価方法

(1) 満期保有目的の債券……償却原価法(定額法)

(2) その他有価証券

時価のあるもの…………決算末日の市場価格等に基づく時価法

(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定)

時価のないもの…………移動平均法による原価法

２．たな卸資産の評価基準及び評価方法

通常の販売目的で保有するたな卸資産

商品、製品、半製品、仕掛品、原材料、貯蔵品

評価基準……原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

評価方法……総平均法

３．固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産

定率法(ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物(附属設備を除く)、平成28年４月１日以降に取得した建

物附属設備及び構築物並びに太陽光発電設備については定額法)を採用しております。

また、平成19年３月31日以前に取得したものについては、償却可能限度額まで償却が終了した翌年から５年間

で均等償却する方法によっております。

(2) 無形固定資産

定額法を採用しております。

なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間(５年)に基づく定額法を採用しており

ます。

４．引当金の計上基準

(1) 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権に

ついては個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

(2) 賞与引当金

従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上しております。

(3) 役員賞与引当金

役員賞与の支出に備えるため、当事業年度末における支給見込額に基づき計上しております。

(4) 役員株式給付引当金

株式交付規程に基づく当社の取締役等への当社株式の交付等に備えるため、当事業年度末における株式給付債

務の見込額に基づき計上しております。

(5) 退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき計上して

おります。

① 退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法については、給付

算定式基準によっております。
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② 数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法

過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(15年)による定額法により費用処

理しております。

数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(15年)による

定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理しております。

(6) 役員退職慰労引当金

役員の退職慰労金の支払に備えるため、内規に基づく期末要支給額の全額を計上しております。

なお、平成16年６月に役員退職慰労金制度を廃止しており、役員退職慰労引当金残高は従前の制度による在任

役員に対する支給予定額であり、平成16年４月以降の要支給額の新たな発生はありません。

５．ヘッジ会計の方法

(1) ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジ処理を採用しております。また、振当処理の要件を満たす為替予約については、振当処理によって

おります。

(2) ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段…為替予約

ヘッジ対象…外貨建予定取引

(3) ヘッジ方針

輸入取引に係る為替相場の変動リスクの回避を目的に、社内管理規定に基づき、ヘッジ対象に係る為替変動リ

スクを一定の範囲内でヘッジしております。

(4) ヘッジ有効性評価の方法

振当処理の要件を満たしているため、有効性の評価を省略しております。

６．キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わ

ない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなります。

７．その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっております。

(追加情報)

(役員報酬ＢＩＰ信託に係る取引について)

当社は、取締役（社外取締役を除く。以下同じ。）及び当社と委任契約を締結している執行役員（以下「取締役

等」という。）を対象に、信託を通じて自社の株式を交付する取引を行っております。

(1)取引の概要

当社は、平成27年６月26日の第97回定時株主総会決議に基づき、これまで以上に当社の中長期的な業績の向上と

企業価値の増大への貢献意識を高めることを目的として、会社業績との連動性が高く、かつ透明性・客観性の高い

役員報酬制度として、業績連動型の株式報酬制度である「役員報酬ＢＩＰ信託」を導入いたしました。

本制度では、取締役等のうち一定の要件を充足するものを受益者とし、当社が当社株式の取得資金を拠出するこ

とにより信託を設定します。当該信託は、予め定める株式交付規程に基づき取締役等に交付すると見込まれる数の

当社株式を、当社からの第三者割当により取得します。その後、当該信託は、株式交付規程に従い、信託期間中の

各事業年度の業績目標の達成度等に応じて、当社株式及び当社株式の換価処分金相当額の金銭を役員報酬として、

毎年一定時期に交付及び給付いたします。

(2)信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自己株式

として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前事業年度91,393千円、45,155株、当事業年度

64,531千円、31,883株であります。
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(損益計算書関係)

※１．他勘定振替高

商品、自家製品を見本費等に振替えた額であります。

※２．期末たな卸高は収益性の低下による簿価切下後の金額であり、次のたな卸資産評価損（△は戻入額）が売上原

価に含まれております。

前事業年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

当事業年度
(自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日)

15,719 千円 △16,891 千円

※３．販売費及び一般管理費の主なもののうち主要な費目及び金額並びにおおよその割合は、次のとおりでありま

す。

前事業年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

当事業年度
(自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日)

広告宣伝費 2,533,787千円 2,164,029千円

給料手当 876,692 〃 904,484 〃

退職給付費用 90,422 〃 73,936 〃

賞与引当金繰入額 135,478 〃 139,926 〃

役員賞与引当金繰入額 37,530 〃 22,390 〃

役員株式給付引当金繰入額 26,862 〃 15,981 〃

減価償却費 181,036 〃 250,929 〃

おおよその割合

販売費 70％ 71％

一般管理費 30〃 29〃

※４．一般管理費に含まれる研究開発費は、次のとおりであります。

前事業年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

当事業年度
(自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日)

510,352千円 416,637千円

※５．各科目に含まれている関係会社に対するものは、次のとおりであります。

前事業年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

当事業年度
(自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日)

受取配当金 28,710千円 31,581千円

※６．固定資産売却益の内容は、次のとおりであります。

前事業年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

当事業年度
(自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日)

土地 ―千円 1,455,891千円
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※７．収用補償金

前事業年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日）

当該事項はありません。

　

当事業年度（自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日）

収用補償金は、駒ケ根工場の敷地の一部が収用されたことに伴う補償金であります。

　

※８．固定資産除却損の内容は、次のとおりであります。

前事業年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

当事業年度
(自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日)

建物 955千円 4,191千円

構築物 1,225 〃 934 〃

機械及び装置 917 〃 578 〃

車両運搬具 0 〃 0 〃

工具、器具及び備品 199 〃 403 〃

ソフトウエア 941 〃 ― 〃

撤去費 22,582 〃 13,035 〃

計 26,821千円 19,143千円

　

※９．ゴルフ会員権評価損の内容は、次のとおりであります。

前事業年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日）

当該事項はありません。

　

当事業年度（自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日）

ゴルフ会員権評価損には、貸倒引当金繰入額 3,340千円が含まれております。

　

(株主資本等変動計算書関係)

前事業年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

株式の種類
当事業年度期首
株式数（株）

当事業年度
増加株式数（株）

当事業年度
減少株式数（株）

当事業年度末
株式数（株）

発行済株式

普通株式 16,500,000 ― ― 16,500,000

自己株式

普通株式(注)１，２，３ 2,800,642 152 15,345 2,785,449

（注)１ 普通株式の自己株式の株式数の増加152株は、単元未満株式の買取りによるものであります。
２ 普通株式の自己株式の株式数の減少15,345株は、役員報酬ＢＩＰ信託から株式交付対象者への交付によるも

のであります。
３ 当事業年度末の自己株式の株式数には、役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当社株式45,155株が含まれておりま

す。
　
２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

該当事項はありません。

　

３．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成28年６月29日
定時株主総会

普通株式 550,394 40.00 平成28年３月31日 平成28年６月30日

(注) 配当金の総額には役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当社株式60,500株に対する配当金2,420千円が含まれておりま

す。
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(2) 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成29年６月29日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 550,388 40.00 平成29年３月31日 平成29年６月30日

(注) 配当金の総額には役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当社株式45,155株に対する配当金1,806千円が含まれておりま

す。

当事業年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

株式の種類
当事業年度期首
株式数（株）

当事業年度
増加株式数（株）

当事業年度
減少株式数（株）

当事業年度末
株式数（株）

発行済株式

普通株式 16,500,000 ― ― 16,500,000

自己株式

普通株式(注)１，２，３ 2,785,449 80 13,272 2,772,257

（注)１ 普通株式の自己株式の株式数の増加80株は、単元未満株式の買取りによるものであります。
２ 普通株式の自己株式の株式数の減少13,272株は、役員報酬ＢＩＰ信託から株式交付対象者への交付によるも

のであります。
３ 当事業年度末の自己株式の株式数には、役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当社株式31,883株が含まれておりま

す。

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

該当事項はありません。

　

３．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成29年６月29日
定時株主総会

普通株式 550,388 40.00 平成29年３月31日 平成29年６月30日

(注) 配当金の総額には役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当社株式45,155株に対する配当金1,806千円が含まれておりま

す。

(2) 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成30年６月28日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 　550,385 40.00 平成30年３月31日 平成30年６月29日

（注) 配当金の総額には役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当社株式31,883株に対する配当金1,275千円が含まれておりま

す。

(キャッシュ・フロー計算書関係)

※１．現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりでありま

す。

前事業年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

当事業年度
(自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日)

現金及び預金勘定 3,938,118 千円 8,234,447 千円

有価証券勘定（譲渡性預金） 1,400,000 〃 500,000 〃

預入期間が３ケ月を超える定期預金 △2,460,000 〃 △4,860,000 〃

現金及び現金同等物 2,878,118 千円 3,874,447 千円
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、「養命酒関連事業」の単一の報告セグメントとしており、その他の事業については、重要性が乏しいため

記載を省略しております。

【関連情報】

前事業年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

１．製品及びサービスごとの情報

（単位：千円）

養命酒 その他製品、サービス その他 合計

外部顧客への売上高 10,358,381 1,654,271 264,000 12,276,653

　

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

　

３．主要な顧客ごとの情報

(単位：千円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

㈱大木 3,545,609 養命酒関連事業

アルフレッサヘルスケア㈱ 3,211,507 養命酒関連事業

㈱ＰＡＬＴＡＣ 2,352,627 養命酒関連事業

　

当事業年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

１．製品及びサービスごとの情報

（単位：千円）

養命酒 その他製品、サービス その他 合計

外部顧客への売上高 8,377,115 2,004,871 273,374 10,655,361

　

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

　

３．主要な顧客ごとの情報

(単位：千円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

㈱大木 3,176,693 養命酒関連事業

アルフレッサヘルスケア㈱ 2,491,155 養命酒関連事業

㈱ＰＡＬＴＡＣ 1,699,388 養命酒関連事業
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

該当事項はありません。

　

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はありません。

　

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。

　

(持分法損益等)

１．関連会社に関する事項

当社は、関連会社を有しておりません。

　

２．開示対象特別目的会社に関する事項

当社は、開示対象特別目的会社を有しておりません。

　

(１株当たり情報)

前事業年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

当事業年度
(自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日)

１株当たり純資産額 2,828円40銭 　3,019円73銭

１株当たり当期純利益 99円84銭 117円68銭

(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前事業年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

当事業年度
(自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日)

当期純利益(千円) 1,368,822 1,615,064

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る当期純利益(千円) 1,368,822 1,615,064

普通株式の期中平均株式数(株) 13,710,586 13,724,332

３．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前事業年度
（平成29年３月31日)

当事業年度
（平成30年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 38,790,274 41,454,144

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) ― ―

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 38,790,274 41,454,144

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株
式の数(株)

13,714,551 13,727,743

４．株主資本において自己株式として計上されている「役員報酬ＢＩＰ信託」に残存する当社株式は、１株当た

り純資産額の算定上、期末発行済株式総数から控除する自己株式数に含めており、また、１株当たり当期純

利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

１株当たり純資産額の算定上、控除した当該自己株式の期末自己株式数は前事業年度45,155株、当事業年度

31,883株であり、１株当たり当期純利益の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、前事業年度

49,193株、当事業年度35,317株であります。

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。
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